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(57)【要約】
【課題】給気通路の空気と排気通路の空気を熱交換器で
熱交換させながら室内を換気する換気装置において、熱
交換器の性能を低下させることなく給気フィルタに付着
した塵埃を除去することができるように構成する。
【解決手段】換気装置（10）に、排気通路（12）におけ
る排気フィルタ（17）よりも室外側と給気通路（11）に
おける給気フィルタ（16）よりも室内側とを連通される
連通通路（26）と、排気通路（12）に取り込まれた室内
空気を連通通路（26）を通じて給気フィルタ（16）へ導
くための風路調節手段（32,33）とを設ける。換気装置
（10）は、排気通路（12）に取り込まれた室内空気を風
路調節手段（32,33）によって給気フィルタ（16）へ導
くことによって、室内側から該給気フィルタ（16）に空
気を通過させて換気運転時に給気フィルタ（16）に付着
した塵埃を除去する清掃運転を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室外空気を室内へ供給するための給気通路（11）と、
　室内空気を室外へ排気するための排気通路（12）と、
　上記給気通路（11）及び上記排気通路（12）のそれぞれに空気を流通させるための送風
手段（13,14）と、
　上記給気通路（11）の空気と上記排気通路（12）の空気を熱交換させる熱交換器（15）
とを備え、
　上記送風手段（13,14）を運転させて、上記給気通路（11）に取り込まれた室外空気と
上記排気通路（12）に取り込まれた室内空気とを上記熱交換器（15）で熱交換させながら
室内を換気する換気運転を行う換気装置であって、
　上記給気通路（11）における上記熱交換器（15）よりも室外側に設けられた給気フィル
タ（16）と、
　上記排気通路（12）における上記熱交換器（15）よりも室内側に設けられた排気フィル
タ（17）と、
　上記排気通路（12）における上記排気フィルタ（17）よりも室外側と上記給気通路（11
）における上記給気フィルタ（16）よりも室内側とを連通させる連通通路（26）と、
　上記排気通路（12）に取り込まれた室内空気を上記連通通路（26）を通じて上記給気フ
ィルタ（16）へ導くための風路調節手段（32,33）とを備え、
　上記送風手段（13,14）を運転させることによって上記排気通路（12）に取り込まれた
室内空気を上記風路調節手段（32,33）によって上記給気フィルタ（16）へ導くことによ
って、室内側から該給気フィルタ（16）に空気を通過させて上記換気運転時に給気フィル
タ（16）に付着した塵埃を除去する清掃運転を行うことを特徴とする換気装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記送風手段（13,14）は、上記排気通路（12）における上記連通通路（26）の連通箇
所よりも室内側に配置された排気ファン（14）を備える一方、
　上記清掃運転では、上記排気ファン（14）によって上記排気通路（12）に取り込まれた
室内空気が上記連通通路（26）を通じて上記給気フィルタ（16）に送られることを特徴と
する換気装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　上記排気フィルタ（17）を通過した室内空気が上記熱交換器（15）をバイパスするよう
に上記排気通路（12）に接続されたバイパス通路（25）と、
　上記排気フィルタ（17）を通過した室内空気の流通経路を上記バイパス通路（25）と上
記熱交換器（15）の間で切り換えるバイパス用ダンパ（31）とを備え、
　上記連通通路（26）は、上記排気通路（12）における上記バイパス通路（25）の室内側
の接続箇所よりも室内側に連通し、
　上記清掃運転時には上記排気フィルタ（17）を通過した室内空気が上記バイパス通路（
25）を流れるように上記バイパス用ダンパ（31）が設定されることを特徴とする換気装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内を換気するための換気装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、給気通路と排気通路とを有する換気装置が知られている。この種の換気装置
が、例えば特許文献１に開示されている。
【０００３】
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　具体的に、特許文献１には、給気通路に取り込んだ室外空気と排気通路に取り込んだ室
内空気とを熱交換器で熱交換させながら室内の換気を行う換気装置が開示されている。こ
の換気装置では、給気通路において熱交換器よりも室外側に、フィルタが設けられている
。
【０００４】
　また、特許文献２には、換気機能を有する調湿装置が開示されている。この調湿装置は
、室外から室内へ供給する給気空気を２つの吸着熱交換器に交互に通過させることによっ
て、室内の換気と共に湿度調節を行うように構成されている。その際、室内から室外へ排
気する排気空気は、給気空気が通過しない方の吸着熱交換器を通過する。各吸着熱交換器
の上側に配置されたフィルタでは、給気空気と排気空気とで空気の流通方向が逆になる。
このため、給気空気が通過する際に捕捉した塵埃が排気空気によってフィルタから除去さ
れる。
【特許文献１】特開２００４－６９１２５号公報
【特許文献２】特開２００５－２８３０５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、給気通路に取り込んだ室外空気と排気通路に取り込んだ室内空気とを熱交換
させながら室内の換気を行う従来の換気装置では、給気通路と排気通路が互いに独立して
いる。このため、給気フィルタを清掃するために給気フィルタに室内側から空気を通過さ
せるには、例えば給気通路の給気ファンを換気運転時とは逆回転させて、室内空気を給気
通路に取り込んで給気フィルタへ送る必要がある。しかし、この場合、給気通路に取り込
まれた室内空気が給気フィルタを通過する前に熱交換器を通過するので、室内空気に含ま
れる塵埃が熱交換器に付着して、熱交換器の性能が低下するおそれがある。
【０００６】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的は、給気通路の空気と排気
通路の空気を熱交換器で熱交換させながら室内を換気する換気装置において、熱交換器の
性能を低下させることなく給気フィルタに付着した塵埃を除去することができるように構
成することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の発明は、室外空気を室内へ供給するための給気通路（11）と、室内空気を室外へ
排気するための排気通路（12）と、上記給気通路（11）及び上記排気通路（12）のそれぞ
れに空気を流通させるための送風手段（13,14）と、上記給気通路（11）の空気と上記排
気通路（12）の空気を熱交換させる熱交換器（15）とを備え、上記送風手段（13,14）を
運転させて、上記給気通路（11）に取り込まれた室外空気と上記排気通路（12）に取り込
まれた室内空気とを上記熱交換器（15）で熱交換させながら室内を換気する換気運転を行
う換気装置を対象とする。
【０００８】
　そして、この換気装置は、上記給気通路（11）における上記熱交換器（15）よりも室外
側に設けられた給気フィルタ（16）と、上記排気通路（12）における上記熱交換器（15）
よりも室内側に設けられた排気フィルタ（17）と、上記排気通路（12）における上記排気
フィルタ（17）よりも室外側と上記給気通路（11）における上記給気フィルタ（16）より
も室内側とを連通させる連通通路（26）と、上記排気通路（12）に取り込まれた室内空気
を上記連通通路（26）を通じて上記給気フィルタ（16）へ導くための風路調節手段（32,3
3）とを備え、上記送風手段（13,14）を運転させることによって上記排気通路（12）に取
り込まれた室内空気を上記風路調節手段（32,33）によって上記給気フィルタ（16）へ導
くことによって、室内側から該給気フィルタ（16）に空気を通過させて上記換気運転時に
給気フィルタ（16）に付着した塵埃を除去する清掃運転を行う。
【０００９】
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　第１の発明では、換気運転時に給気フィルタ（16）に付着した塵埃を給気フィルタ（16
）から除去するための清掃運転が行われる。清掃運転では、送風手段（13,14）によって
室内からの室内空気が排気通路（12）に取り込まれる。排気通路（12）に取り込まれた室
内空気は、排気フィルタ（17）を通過する際に塵埃が除去される。排気フィルタ（17）を
通過した空気は、風路調節手段（32,33）によって連通通路（26）を通じて給気通路（11
）に送られ、室内側から給気フィルタ（16）を通過する。その際、換気運転時に給気フィ
ルタ（16）に付着した塵埃が給気フィルタ（16）から吹き飛ばされる。給気フィルタ（16
）から吹き飛ばされた塵埃は、給気フィルタ（16）を通過した空気と共に室外へ排出され
る。この第１の発明では、連通通路（26）が排気通路（12）における排気フィルタ（17）
よりも室外側と給気通路（11）における給気フィルタ（16）よりも室内側とを連通してい
るので、清掃運転の際に排気フィルタ（17）を通過した室内空気が給気フィルタ（16）へ
送られる。
【００１０】
　第２の発明は、上記第１の発明において、上記送風手段（13,14）は、上記排気通路（1
2）における上記連通通路（26）の連通箇所よりも室内側に配置された排気ファン（14）
を備える一方、上記清掃運転では、上記排気ファン（14）によって上記排気通路（12）に
取り込まれた室内空気が上記連通通路（26）を通じて上記給気フィルタ（16）に送られる
。
【００１１】
　第２の発明では、清掃運転の際に排気ファン（14）の運転が行われる。排気ファン（14
）の運転が行われると、換気運転時と同様に、排気通路（12）には室内空気が取り込まれ
る。つまり、排気ファン（14）は、清掃運転時も換気運転と同じ方向に回転する。この第
２の発明では、清掃運転時に換気運転時と回転方向を変えることなく排気通路（12）へ室
内空気を取り込むことができる排気ファン（14）が清掃運転に用いられる。
【００１２】
　第３の発明は、上記第２の発明において、上記排気フィルタ（17）を通過した室内空気
が上記熱交換器（15）をバイパスするように上記排気通路（12）に接続されたバイパス通
路（25）と、上記排気フィルタ（17）を通過した室内空気の流通経路を上記バイパス通路
（25）と上記熱交換器（15）の間で切り換えるバイパス用ダンパ（31）とを備え、上記連
通通路（26）は、上記排気通路（12）における上記バイパス通路（25）の室内側の接続箇
所よりも室内側に連通し、上記清掃運転時には上記排気フィルタ（17）を通過した室内空
気が上記バイパス通路（25）を流れるように上記バイパス用ダンパ（31）が設定される。
【００１３】
　第３の発明では、清掃運転時に送風手段（13,14）によって排気通路（12）に取り込ま
れた室内空気が、バイパス用ダンパ（31）によってバイパス通路（25）へ導かれる。そし
て、バイパス通路（25）を通過して排気通路（12）へ戻った室内空気は、連通通路（26）
を通じて給気フィルタ（16）へ送られる。この第３の発明では、清掃運転時に排気通路（
12）に取り込まれた空気が、熱交換器（15）を通ることなく、給気フィルタ（16）へ送ら
れる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明では、排気通路（12）における排気フィルタ（17）よりも室外側と給気通路（11
）における給気フィルタ（16）よりも室内側とを連通される連通通路（26）を設けること
で、清掃運転の際に排気フィルタ（17）を通過した室内空気が給気フィルタ（16）へ送ら
れるようにしている。つまり、排気フィルタ（17）によって塵埃が除去された室内空気が
給気フィルタ（16）の清掃に用いられる。このため、塵埃が除去されていない空気が清掃
運転の際に熱交換器（15）を通過することを回避することができるので、清掃運転の際に
熱交換器（15）に塵埃が付着することを回避することができる。従って、熱交換器（15）
の性能を低下させることなく給気フィルタ（16）に付着した塵埃を除去することができる
。
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【００１５】
　また、上記第２の発明では、清掃運転時に換気運転時と回転方向を変えることなく排気
通路（12）へ室内空気を取り込むことができる排気ファン（14）が清掃運転に用いられて
いる。ここで、例えば、清掃運転時に換気運転時とは逆方向に回転させなければ室内から
空気を取り込むことができない給気ファンを用いる場合には、逆回転用の制御が必要にな
るので、送風手段（13,14）の制御が複雑になるという問題がある。従って、この第２の
発明によれば、清掃運転時に排気ファン（14）を用いることで、ファンの制御を複雑化さ
せることなく、排気通路（12）に取り込んだ室内空気によって給気フィルタ（16）に付着
した塵埃を除去することができる。
【００１６】
　また、上記第３の発明では、清掃運転時に排気通路（12）に取り込まれた空気が、熱交
換器（15）を通ることなく、給気フィルタ（16）へ送られる。従って、清掃運転の際に熱
交換器（15）によって、給気フィルタ（16）へ送られる空気の抵抗が増大することを回避
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１８】
　本実施形態は、本発明に係る換気装置（10）である。本実施形態の換気装置（10）は、
建物に設置され、例えば２４時間換気を行うように構成されている。この換気装置（10）
は、全熱交換型の換気装置として構成されている。
【００１９】
　本実施形態の換気装置（10）は、図１に示すように、給気通路（11）及び排気通路（12
）が形成されたケーシング（20）を備えている。ケーシング（20）には、給気通路（11）
を流通する空気と排気通路（12）を流通する空気とを熱交換させる全熱交換器（15）が設
けられている。ケーシング（20）では、給気通路（11）と排気通路（12）が全熱交換器（
15）で交差するように形成されている。
【００２０】
　給気通路（11）は、室外側の外気吸込口（21）において室外に開口し、室内側の給気口
（22）において室内に開口している。給気通路（11）には、ＤＣファンにより構成された
給気ファン（13）が設けられている。給気ファン（13）は、全熱交換器（15）よりも室内
側に配置されている。また、給気通路（11）には、給気フィルタ（16）が設けられている
。給気フィルタ（16）は、全熱交換器（15）よりも室外側に配置されている。
【００２１】
　排気通路（12）は、室内側の内気吸込口（23）において室内に開口し、室外側の排気口
（24）において室外に開口している。排気通路（12）には、ＤＣファンにより構成された
排気ファン（14）が設けられている。排気ファン（14）は、給気ファン（13）と共に送風
手段（13,14）を構成している。排気ファン（14）は、全熱交換器（15）よりも室外側に
配置されている。また、排気通路（12）には、排気フィルタ（17）が設けられている。排
気フィルタ（17）は、全熱交換器（15）よりも室内側に配置されている。
【００２２】
　排気通路（12）には、図２に示すように、全熱交換器（15）をバイパスするバイパス通
路（25）が接続されている。バイパス通路（25）の室外側は、全熱交換器（15）と排気フ
ァン（14）の間に接続されている。バイパス通路（25）の室内側は、全熱交換器（15）と
排気フィルタ（17）の間に接続されている。バイパス通路（25）の室内側には、バイパス
用ダンパを構成する第１ダンパ（31）が設けられている。第１ダンパ（31）は、排気フィ
ルタ（17）を通過した室内空気の流通経路をバイパス通路（25）と全熱交換器（15）の間
で切り換えるように構成されている。具体的に、第１ダンパ（31）は、バイパス通路（25
）を閉鎖する第１状態と、バイパス通路（25）を開口する第２状態とに切り換わる。第１
ダンパ（31）は、第１状態では全熱交換器（15）への空気の流れを許容し、第２状態では
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全熱交換器（15）側への空気の流れを禁止する。
【００２３】
　全熱交換器（15）は、図３に示すように、四角柱状に形成されている。全熱交換器（15
）では、隣り合う側面の一方に給気通路（11）の空気を流すための給気用流路（15a）が
形成され、隣り合う側面の他方に排気通路（12）の空気を流すための排気用流路（15b）
が形成されるように、平板部材と波状部材とが交互に積層されている。全熱交換器（15）
）は、給気用流路（15a）が開口する側面が給気通路（11）に臨み、排気用流路（15b）が
開口する側面が排気通路（12）に臨むように設けられている。全熱交換器（15）は、給気
用流路（15a）の伸長方向と排気用流路（15b）の伸長方向とが互いに直交する直交流型の
熱交換器を構成している。
【００２４】
　また、本実施形態の換気装置（10）には、給気通路（11）と排気通路（12）を連通させ
る連通通路（26）がケーシング（20）に形成されている。連通通路（26）は、排気通路（
12）における排気フィルタ（17）よりも室外側と給気通路（11）における給気フィルタ（
16）よりも室内側とを連通している。
【００２５】
　具体的に、連通通路（26）の排気通路（12）側は、排気ファン（14）よりも室外側に接
続されている。連通通路（26）の排気通路（12）側には、第２ダンパ（32）が設けられて
いる。第２ダンパ（32）は、排気ファン（14）側から送られる空気の流通経路を連通通路
（26）と排気口（24）側の通路の間で切り換えるように構成されている。具体的に、第２
ダンパ（32）は、連通通路（26）を閉鎖する第１状態と連通通路（26）を開口する第２状
態とに切り換わる。第２ダンパ（32）は、第１状態では排気口（24）側への空気の流れを
許容し、第２状態では排気口（24）側への空気の流れを禁止する。
【００２６】
　一方、連通通路（26）の給気通路（11）側は、全熱交換器（15）と給気フィルタ（16）
の間に接続されている。連通通路（26）の給気通路（11）側には、第３ダンパ（33）が設
けられている。第３ダンパ（33）は、連通通路（26）を閉鎖する第１状態と連通通路（26
）を開口する第２状態とに切り換わる。第３ダンパ（33）は、第２状態では連通通路（26
）を通過した空気が全熱交換器（15）側へ流れることを禁止する。第３ダンパ（33）は、
第２ダンパ（32）と共に、風路調節手段（32,33）を構成している。
【００２７】
　また、本実施形態の換気装置（10）は、図４に示すように、排気フィルタ（17）を反転
させるための駆動機構（35）を備えている。駆動機構（35）は、駆動モータ（41）と駆動
プーリ（42）と従動プーリ（43）と伝動ベルト（44）とを備えている。駆動モータ（41）
は、その回転軸が駆動プーリ（42）に連結されている。伝動ベルト（44）は、２本設けら
れている（図４では手前側の１本のみ記載）。２本の伝動ベルト（44）は、所定の間隔を
あけて、それぞれが駆動プーリ（42）と従動プーリ（43）に巻き掛けられている。各伝動
ベルト（44）には、排気フィルタ（17）の端部が取り付けられている。
【００２８】
　駆動機構（35）では、駆動モータ（41）が回転することによって、伝動ベルト（44）が
回動する。そして、伝動ベルト（44）の回動に伴って、排気フィルタ（17）がプーリ（42
,43）で反転しながら回動する。排気フィルタ（17）がプーリ（42,43）で反転すると、反
転前の排気フィルタ（17）が各プーリ（42,43）の室外側に位置している場合には、反転
後の排気フィルタ（17）が各プーリ（42,43）の室内側に移動し、反転前の排気フィルタ
（17）が各プーリ（42,43）の室内側に位置している場合には、反転後の排気フィルタ（1
7）が各プーリ（42,43）の室外側に移動する。なお、本実施形態の排気フィルタ（17）は
、各プーリ（42,43）で大きく撓むように、メッシュ部材が貼り付けられたフレーム部材
が比較的柔らかい材料により構成されている。
【００２９】
　　　－運転動作－
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　次に、換気装置（10）の運転動作について説明する。この換気装置（10）は、換気運転
と清掃運転を行うように構成されている。この換気装置（10）では、第１換気運転と第２
換気運転の２種類の換気運転が行われ、第１清掃運転と第２清掃運転の２種類の清掃運転
が行われる。
【００３０】
　　〈第１換気運転〉
　第１換気運転は、給気通路（11）の空気と排気通路（12）の空気を全熱交換器（15）で
熱交換させながら室内の換気を行う運転である。第１換気運転は、主に室内と室外との温
度差が比較的大きい夏期や冬期に行われる。第１換気運転の際は、図１及び図２に示すよ
うに、全てのダンパ（31～33）を第１状態に設定した状態で、給気ファン（13）及び排気
ファン（14）の運転が行われる。
【００３１】
　これにより、給気通路（11）では、外気吸込口（21）から室外空気（OA）が取り込まれ
る。給気通路（11）に取り込まれた室外空気は、給気フィルタ（16）を通過する際に塵埃
が除去され、全熱交換器（15）の給気用流路（15a）に流入する。全熱交換器（15）では
、給気用流路（15a）を流れる室外空気と排気用流路（15b）を流れる室内空気の間で、熱
と水分の授受が行われる。つまり、冷房中の室内空気に比べて室外空気が高温高湿度にな
る夏期において、全熱交換器（15）では、室外空気が室内空気によって冷却されると共に
、室外空気中の水分が室内空気に移動する。また、暖房中の室内空気に比べて室外空気が
低温低湿度になる冬期において、全熱交換器（15）では、室外空気が室内空気によって加
熱されると共に、室内空気中の水分が室外空気に移動する。全熱交換器（15）を通過した
室外空気は、給気口（22）から室内へ供給される。
【００３２】
　一方、排気通路（12）では、内気吸込口（23）から室内空気（RA）が取り込まれる。排
気通路（12）に取り込まれた室内空気は、排気フィルタ（17）を通過する際に塵埃が除去
され、全熱交換器（15）の排気用流路（15b）に流入する。全熱交換器（15）では、排気
用流路（15b）の室内空気が給気用流路（15a）の室外空気と熱交換を行う。全熱交換器（
15）を通過した室内空気は、排気口（24）から室外へ排気される。
【００３３】
　　〈第２換気運転〉
　第２換気運転は、給気通路（11）の空気と排気通路（12）の空気を全熱交換器（15）で
熱交換させることなく室内の換気を行う運転である。第２換気運転は、主に室内と室外と
の温度差が比較的小さい中間期（春期や秋期）に行われる。第２換気運転の際は、図５及
び図６に示すように、第１ダンパ（31）を第２状態に、他のダンパ（32,33）を第１状態
に設定した状態で、給気ファン（13）及び排気ファン（14）の運転が行われる。
【００３４】
　第２換気運転では、内気吸込口（23）から排気通路（12）に取り込まれた室内空気（RA
）が、排気フィルタ（17）を通過した後に、全熱交換器（15）側には流れずに、第１ダン
パ（31）によってバイパス通路（25）に導かれる。バイパス通路（25）に流入した室内空
気は、全熱交換器（15）をバイパスして排気通路（12）に戻り、排気口（24）から室外へ
排気される。なお、給気通路（11）の空気の流れは、第１換気運転と同じである。
【００３５】
　　〈第１清掃運転〉
　第１清掃運転は、給気フィルタ（16）を清掃するための運転である。第１清掃運転は、
換気運転を中断させて行われる。第１清掃運転は、定期的に（例えば１０時間置きに）例
えば１５分間に亘って行われる。
【００３６】
　第１清掃運転の際は、図７及び図８に示すように、全てのダンパ（31～33）を第２状態
に設定した状態で、排気ファン（14）の運転のみが行われる。排気ファン（14）は、清掃
運転時も換気運転と同じ方向に回転する。
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【００３７】
　これにより、室内空気（RA）が、内気吸込口（23）から排気通路（12）に取り込まれ、
排気フィルタ（17）を通過する。その際、室内空気中の塵埃が除去される。そして、排気
フィルタ（17）を通過した室内空気は、第１ダンパ（31）によってバイパス通路（25）に
導かれ、全熱交換器（15）をバイパスして、排気通路（12）に戻る。排気通路（12）に戻
った室内空気は、第２ダンパ（32）によって連通通路（26）に導かれる。さらに、連通通
路（26）を通過した室内空気は、第３ダンパ（33）によって給気フィルタ（16）側に導か
れ、室内側から給気フィルタ（16）を通過する。その際、換気運転時に給気フィルタ（16
）に付着した塵埃が給気フィルタ（16）から吹き飛ばされる。給気フィルタ（16）から吹
き飛ばされた塵埃は、給気フィルタ（16）を通過した空気と共に、外気吸込口（21）から
室外へ排出される。
【００３８】
　　〈第２清掃運転〉
　第２清掃運転は、排気フィルタ（17）を清掃するための運転である。第２清掃運転は、
第１清掃運転と同様に、定期的に（例えば１０時間置きに）例えば１５分間に亘って行わ
れる。
【００３９】
　第２清掃運転の際は、駆動機構（35）が、換気運転時の状態から排気フィルタ（17）の
室内側と室外側を反転させる。これにより、排気フィルタ（17）は、換気運転時に室内側
を向いていた面が室外側を向く。つまり、換気運転時に室内空気中の塵埃を捕捉した面が
室外側を向く。さらに、排気フィルタ（17）を反転させた後に、各ダンパ（31～32）が、
第２換気運転と同じ状態に設定される（図５及び図６参照）。給気ファン（13）及び排気
ファン（14）は、換気運転からの運転が継続される。
【００４０】
　第２清掃運転では、内気吸込口（23）から排気通路（12）に取り込まれた室内空気（RA
）が、室内側から排気フィルタ（17）を通過する。その際、換気運転時に排気フィルタ（
17）に付着した塵埃が、室内空気によって吹き飛ばされる。そして、排気フィルタ（17）
から吹き飛ばされた塵埃は、室内空気と共に、バイパス通路（25）を通って、排気口（24
）から室外へ排出される。排気フィルタ（17）から吹き飛ばされた塵埃は、全熱交換器（
15）を通ることなく、排気口（24）から室外へ排出される。
【００４１】
　　　－実施形態の効果－
　本実施形態では、排気通路（12）における排気フィルタ（17）よりも室外側と給気通路
（11）における給気フィルタ（16）よりも室内側とを連通される連通通路（26）を設ける
ことで、清掃運転の際に排気フィルタ（17）を通過した室内空気が給気フィルタ（16）へ
送られるようにしている。つまり、排気フィルタ（17）によって塵埃が除去された室内空
気が給気フィルタ（16）の清掃に用いられる。このため、塵埃が除去されていない空気が
清掃運転の際に全熱交換器（15）を通過することを回避することができるので、清掃運転
の際に全熱交換器（15）に塵埃が付着することを回避することができる。従って、全熱交
換器（15）の性能を低下させることなく給気フィルタ（16）に付着した塵埃を除去するこ
とができる。
【００４２】
　また、本実施形態では、清掃運転時に換気運転時と回転方向を変えることなく排気通路
（12）へ室内空気を取り込むことができる排気ファン（14）が清掃運転に用いられている
。ここで、例えば、清掃運転時に換気運転時とは逆方向に回転させなければ室内から空気
を取り込むことができない給気ファンを用いる場合には、逆回転用の制御が必要になるの
で、送風手段（13,14）の制御が複雑になるという問題がある。従って、本実施形態によ
れば、清掃運転時に排気ファン（14）を用いることで、送風手段（13,14）の制御を複雑
化させることなく、排気通路（12）に取り込んだ室内空気によって給気フィルタ（16）に
付着した塵埃を除去することができる。
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【００４３】
　また、本実施形態では、清掃運転時に排気通路（12）に取り込まれた空気が、全熱交換
器（15）を通ることなく、給気フィルタ（16）へ送られる。従って、清掃運転の際に全熱
交換器（15）によって、給気フィルタ（16）へ送られる空気の抵抗が増大することを回避
することができる。
【００４４】
　《その他の実施形態》
　上記実施形態については、以下のような構成としてもよい。
【００４５】
　上記実施形態について、連通通路（26）が、全熱交換器（15）よりも室内側に形成され
ていてもよい。この場合、排気通路（12）では、排気ファン（14）が、連通通路（26）の
連通箇所よりも室内側に配置される。
【００４６】
　また、上記実施形態について、第１清掃運転時に排気ファン（14）ではなく給気ファン
（13）によって室内空気（RA）を排気通路（12）に取り込むようにしてもよい。この場合
、給気ファン（13）は、ＡＣファンによって構成し、第１清掃運転時には換気運転時とは
逆方向に回転する。連通通路（26）は、給気通路（11）においては給気ファン（13）より
も室内側に連通させる。
【００４７】
　また、上記実施形態について、排気通路（12）にバイパス通路（25）が設けられていな
い場合（第２換気運転を行わない場合）には、連通通路（26）が、排気通路（12）におい
ては全熱交換器（15）よりも室内側に連通し、給気通路（11）においては全熱交換器（15
）よりも室外側に連通するように形成されていてもよい。この場合、排気通路（12）では
、排気ファン（14）が、連通通路（26）の連通箇所よりも室内側に配置される。
【００４８】
　なお、以上の実施形態は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、ある
いはその用途の範囲を制限することを意図するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　以上説明したように、本発明は、室内を換気するための換気装置について有用である。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の実施形態に係る換気装置の第１換気運転時の空気の流れを表す縦断面図
である。
【図２】実施形態に係る排気通路の第１換気運転時の空気の流れを表す横断面図である。
【図３】実施形態に係る熱交換器の斜視図である。
【図４】実施形態に係る駆動機構の概略構成図である。
【図５】実施形態に係る換気装置の第２換気運転時及び第２清掃運転時の空気の流れを表
す縦断面図である。
【図６】実施形態に係る排気通路の第２換気運転時及び第２清掃運転時の空気の流れを表
す横断面図である。
【図７】実施形態に係る換気装置の第１清掃運転時の空気の流れを表す縦断面図である。
【図８】実施形態に係る排気通路の第１清掃運転時の空気の流れを表す横断面図である。
【符号の説明】
【００５１】
　10　　換気装置
　11　　給気通路
　12　　排気通路
　13　　給気ファン（送風手段）
　14　　排気ファン（送風手段）
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　15　　全熱交換器（熱交換器）
　16　　給気フィルタ
　17　　排気フィルタ
　26　　連通通路
　32　　第２ダンパ（風路調節手段）
　33　　第３ダンパ（風路調節手段）

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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